
第 13 回 学会報告記（第 60 回日本透析医学会学術集会・総会） 

 

第 60 回日本透析学会学術集会・総会が 2015 年 6 月 26〜28 日に横浜で開催されました。

本学会は、透析医療に従事する医師だけではなく、コメディカルも多数参加することが特色です。末

期腎臓病は動脈硬化の主要な危険因⼦であり、我々、循環器内科の領域においても透析医療

への取り組みは重要な課題であります。今回、白記、私（谷仲）の 2 名が参加させていただきまし

た。 

 

 

 

 



1 発表                                         

一般演題 

 白記 達也 

 【重症虚血肢における創傷回避下生存の予測因子の検討】 

 

谷仲 厚治 

【重症虚血肢を有する透析患者における血管内治療後の死亡予測因子とリスク層別化に

よる検討】 

 

上記 2 つの演題を発表して参りました。いずれの演題も会場参加者、座⻑から多くの質問を頂き、

大変有意義な発表となりました。 

透析患者における心血管関連疾患のシンポジウム、シャント作成術およびシャントカテーテルに関す

るランチョンセミナーを拝聴し新たな知⾒を得る事が出来ました。いずれの会場も満員で、非常に熱

気のある学会でした。 

 

2 まとめ                                      

普段の循環器内科の学会と異なり、透析に従事する他科の先生と議論することができ、新たな知

⾒を得る有意義な機会となりました。今後もこのような学会に積極的に参加し、知識を吸収して、よ

り良い診療を目指し精進して参ります。 

 


